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議題

容器包装リサイクル法の義務量算定に係る量、⽐率等について

議事概要

議題について、書⾯審議により意⾒を聴取した。提出された意⾒は次のとおり。

委員の意⾒

⼤規模な調査票調査が毎年⾏われているが、費⽤、事業者等の負担を考慮し、より効率的な調査や算出が⾏われるような改善が望まれる。

資料2、表1-2において分別収集⾒込量と再商品化⾒込量の少ない⽅を基礎としているが、両者の乖離は少なくなく、少ない⽅を基礎とす
る理由の明⽰、および乖離の原因の分析が必要である。

結果は、その⽬的や理解の仕⽅を含め、利害関係者はもとより、国⺠に対してよりわかりやすい形で提⽰することが望まれる。

容器包装リサイクル法の義務量算定に係る量、⽐率等については、排出量からの算定を⾒直し、販売量からの算定⽅法が望ましい。
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